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「小さな自然再生」現地研修会（第 32 回） 

開催報告 

2026 年 7 月 11 日（土）福島県喜多方市・熱塩加納 

はじめに 

福島県喜多方市熱塩加納とその周辺において、「地域活性化に向けた水辺の生物多様性向

上の取組」をテーマに、専門家の座学講義とともに、会津の 3 つのビオトープや水辺活動拠

点（鷲田ビオトープ、高郷ほんそんの棚田ビオトープ、駒形 南原堤）を巡りながら、ビオ

トープでつなぐ生物多様性の向上と地域活性化のためにできるアイデアを深めました。 

この開催報告は、研修会の参加者とともに学び議論した内容の⼀部を、当日の写真を中⼼

に皆様にご紹介するものです。 

本研修会にご参加、またご協⼒いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

2026 年 10 月 

公益財団法人リバーフロント研究所 
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開催概要 

 開催日時︓2026 年 7 月 11 日（土） 8︓30〜17︓00 

 開催場所︓鷲田多目的集会センター＜福島県喜多方市熱塩加納町＞ 

 参加者︓ 約 60 名 

 主 催︓ 熱塩加納未来会議、公益財団法人リバーフロント研究所、 

「小さな自然再生」研究会 

 共 催︓ 高郷ほんそん未来プロジェクト、こまがた元気会（雄国山麓ゆめクラブ） 

 後 援︓ 喜多方市、福島⺠友新聞社 

 協 賛︓ 荒川産業「故紙コンテナパーク基⾦」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
（8:30〜10:45） 開会 および 座学研修 

- 開会挨拶︓ 山本豊、森田正明（熱塩加納未来会議） 

- 話題提供 1︓ 人の営みとともにある生物多様性をめざして 近⾃然⼯法の事例紹介 

（⻄山穏︓株式会社 ナツル ナヘル ラントシャフト 代表） 

- 話題提供 2︓ ⾥山の潜在価値を引き出し、分かち合う仕組みづくりで社会を豊かにする

ビオ田んぼプロジェクト 

（太⼑川晴之︓株式会社エーゼログループ 研究員） 

- 話題提供 3︓ 植物群落の視点からみた湿地ビオトープ および 在来植生を用いたフラワ 

ーツーリズムの事例紹介 

（鈴⽊敏弘︓いであ株式会社 主席） 

（10:45〜11:40） 鷲田ビオトープでできることを考える 

（11:40〜13:00） 昼食 および 移動 

（13:00〜14:15） ほんそんの棚田ビオトープでできることを考える 

（14:15〜15:15） 移動 

（15:15〜16:10） 駒形 南原堤でできることを考える 

（16:10〜17:00）移動 および 振り返り 

（17:00）閉会 
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開会挨拶 

 
 

主催・共催者を代表して、熱塩加納未来会議の山本会⻑および森田さんより、今回の開催経緯を含む

研修会の趣旨説明を⾏いました。 
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座学研修 

 

 

 

  

 

人の営みとともにある生物多様性をめざして 近自然⼯法の事例紹介 

（⻄⼭穏︓株式会社 ナツル ナヘル ラントシャフト 代表） 
 若草幼稚園「すくすくの森」の概要と⾥山教育について 

 体験教育の意義と⾥山保全の意義 

 通潤用⽔下井⼿⽔路の改修について 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料」を参照
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⾥⼭の潜在価値を引き出し、分かち合う仕組みづくりで社会を豊かにする 

ビオ田んぼプロジェクト 

（太⼑川晴之︓株式会社エーゼログループ 研究員） 
 ビオ田んぼプロジェクトの狙い（人も⾃然も豊かになる農業） 

 ビオ田んぼプロジェクトの特徴や取組 

 ⾃然や生きものへの愛着を育み、田んぼの価値を最大化する仕掛けの⼯夫 

 中山間地の農業を持続可能にするためにできること 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料」を参照 
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植物群落の視点からみた湿地ビオトープ 

（鈴⽊敏弘︓いであ株式会社 主席） 
 植物種と植物群落 

 植物群落の成⽴要因と遷移 

 ３つの現場（鷲田、ほんそん、駒形）の植物から⾒た特徴 

 在来植生を用いたフラワーツーリズムの事例 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料」を参照
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座学会場の受付の様子 座学研修前のトンボ撮影ミニ講座 

開会前のアイスブレイク 

事務局（佐藤）よりプログラム等の説明 

喜多方市議会・佐原議員よりご挨拶 

事務局（兒玉）より鷲田ビオトープのトンボ解説



 8 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

32
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

6/
10

 

現地視察および実践 

テーマ︓「地域活性化に向けた水辺の生物多様性向上の取組」 
 

座学では、水辺の生物多様性向上を通じて地域を元気にしていくことを主テーマに、先進的な取組を

⾏う⾼知と岡⼭での事例や取組のヒントを学ぶとともに、植物の視点から湿地ビオトープの機能や活⽤策

について話題提供をいただきました。 

この座学での学びを踏まえ、現地視察＆実践では、鷲田ビオトープ、⾼郷ほんそんの棚田ビオトープ、駒

形 南原堤の３つの活動拠点を巡り、各現場での生物多様性の向上と地域活性化のためにできることに

ついて参加者で議論を深めました 

 

 
 

 

 

 

 

高郷ほんそんの棚田での集合写真 
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 【鷲田ビオトープでできることを考える】 
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＜鷲田ビオトープでの主な意⾒＞ 
 植物の観点から、ショウブの生育を確認した（近傍に生育している外来種キショウブとは植物体を折

ったときの⾹りの有無で差異を現地確認）。こうした多様な植生を生育していくことが望まれる。 

 ワンドの底を攪拌するだけでも、埋土種子からの発芽が期待できる。 

 現状のクサヨシによる島状の地上部は、思い切って刈り取り、水⾯に戻すなどの管理をすることで、新

たな植生を呼び込めるほか、ローテーションとすることで陸地化を防ぐことができると思われる。 

 利⽤の観点からは、セリ鍋にできるセリ、クリの実なども収穫が期待できるため、これらを⾷⽤とするのは

おもしろい取組と思われる。 

 隣接するオニグルミ、クリなどからなる林は⽇陰を形成し、ヒヨドリや⼤型ヤンマ類の⾶翔も⾒られてい

る。本ビオトープと隣接することにより、自然環境の質に相乗効果が⾒られていることから、可能なら保

全が望まれる。 

 トンボの視点から、植生の管理は植物体内の卵が孵化した後に刈り取りを⾏うことが望まれる。 

 少し水深が⼤きいエリアなどビオトープの中で異なる環境をつくってもよい。 

 ⼈為的攪乱の影響を⾒るために、⼈が⼊れない場所をつくってもおもしろい。 
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【ほんそんの棚田ビオトープでできることを考える】 
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＜ほんそんの棚田ビオトープでの主な意⾒＞ 
（１）斜⾯上の池 

 斜⾯上部の池はヒツジグサが生えるなど貧栄養の要素も⾒られる。 

 一方で、水⾯を覆いつくすヒシについては、池の底部が現状で硫⻩臭を呈しており、嫌気的環境に近

いことから、水生生物にとって若⼲好ましからざる環境となっている。 

 こうした点を解決する方法として、一部のヒシを除去し、水底まで光を届かせる環境を確保する方法

が挙げられる。なお、この方法は浅場が形成されている環境でより有効に効果を発揮する可能性が

考えられる。 

 また、試⾏する際には、糸状緑藻の⼤量繁茂の可能性など想定外の環境の挙動も考えられるため、

まずは⼩規模に実施し、反応を⾒ながら順応的な取組を⾏うことが望まれる。 

 ヒシの増え方は種子から発芽して水⾯に展葉し、茎を下部に伸⻑させていくため、植物体を掬い取る

ことで問題ない。 

 斜⾯に向かって左側の池の浅場にはミズオオバコなどの沈水植物も生育しており、浅く水底まで光が

届く水底が水中の植物の多様性にも寄与していると考えられる。 

 上流部の池は斜⾯と連続しており、成体が⼭地斜⾯に生息するクロサンショウウオやヤマアカガエルの

生息場としても機能しており、斜⾯とセットであることから水質も良好で貧栄養なことが当該水域の動

植物相に影響している可能性が考えられた。 

 農薬の混⼊も考えにくく、斜⾯下部の水田など、カメムシ防除の農薬散布をすると姿を消すタガメなど

が⾶来する可能性が考えられることから、産卵場となるような水⾯から突き出た棒などを⽴てておき観

察してみるのも興味深い。 

 



 
 

15 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

32
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

6/
10

 

（２）棚田ビオトープ 

 ビオトープ造成対象の下流側の未利⽤地は、耕作放棄水田にみられるガマ、イグサを中⼼とした植

生である。 

 利⽤の観点からは子どもを含み、来場者が安⼼できる平らな場所で、⽇陰がある拠点が複数確保さ

れていることがよい。 

 ウッドデッキなどあると、利⽤者がアクセスしやすくなる。 

 対象地は規模があるため、足を取られない場所や水辺にふれあえる場所などを複数設置することが望

ましい。 

 周辺一⾯にコスモスを植えることは、園芸種であることから、周辺へ逸出させない管理が必須と考えら

れる。 

 ガマは現在の穂綿から⼤量の種子を秋に散布することから、散布を防ぎたいのであれば、早いうちに穂

を刈り取ってしまうことが望まれる。 

 現在の場所は水域⾯積が少ないことからこれを広げることで、周辺の水田の水位が下がったときの水

生昆虫の避難場所としての価値がより⾼まることが想定される。 

 今回、試験的に⼩規模の水域を広げたが、これらの効果について引き続き確認のうえ、良好であれば

広げるなどの措置が望まれる。 
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【駒形 南原堤でできることを考える】 
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＜駒形 南原堤での主な意⾒＞ 
（１）南原堤上流側のため池内の草地 

 学名に会津の地名が含まれているカラコギカエデ（Acer tataricum subsp. aidzuense）は

保全する。 

 かつては丁寧な除草によって成⽴していた名残である、斜⾯上のオカトラノオやヒヨドリバナなどの花を

つける植物がみられる。部分的でもよいので除草を⾏うことができれば、これらの植生の復活のきっかけ

になると考えられる。 

 残存地下茎からの再生⼒が⾼く、成⻑に伴って除去が困難になるシンジュ（ニワウルシ）は株が⼩さ

なうちにできるだけ早い段階での除去が望まれる。 

 
（２）ため池内の沢筋 

 この湿地環境の一つの方向性として、もう少し開けた湿地を目指していくことが考えられる。 

 今のようにヨシの繁茂をそのままにしておくと、やがて樹木が⼊り込み、遷移が進んでしまう。⼈手も必

要となるため簡単ではないが、ヨシ帯である今の段階で思い切って伐開できれば、より開放的な湿地

環境が生まれる。 

 ここは植物の種類が豊富でワクワクするような環境であるが、先ほどの話は植生の観点だけでなく、水

生昆虫の生息空間という点からも開けたオープンスペースがあることに意義があると思った。 

 旧池内へのアクセス候補箇所では、樹冠が存在することで下草が生えにくい環境となっていることか

ら、これを活⽤し、⼤きな樹木は残し、林床の低木を適宜除去することが望まれる。 

 傾斜部分は踏圧によって荒れるようであれば、丸太を置くなどして⼈の出⼊りする部分とそうでない部

分を分けてもよい。 

 樹冠に引っかかっている枯れ枝は、落下の危険があるため、利⽤前にはこれらを除去する必要があ

る。 

 クマによる獣害対策をするのであれば、開けた場所をベルト状に意図的に造成するなどの対策が考え

られる。 
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 ⾷べられる植物であるサルナシは保全する。 

 来場者が水にふれあえる場所を形成するには、沢筋に、⼩堤を作って堰上げて湛水させる方法が考

えられる。ただし急勾配であり、水がたまりにくい場合は、棚田状に湛水部を形成するか、より湛水させ

やすい下流側のフラットに近い部分で実施することが考えられる。 

 ⾷べられる植物としてマコモを植えた場合、本種は常時水に漬かっているような比⾼帯に生育するた

め、そのような⽴地条件を形成できれば、生育する可能性は考えられる。 

 池内を周遊できるように道状に草刈りすることも考えられる。 

 河道改修をする場合は、現場の試⾏錯誤で最適解を探っていくとよい。 

 
（３）湿地林 

 ⽇陰を好む生物の生息空間として貴重であり、保全が望まれる。 

 水域内には朽木が存在するが、これに産卵するトンボの仲間もいるため、存置が望まれる。 

 水域内にある⽵は、あまり生物利⽤が多くないと思われることから、撤去が好ましい。 

 林内を利⽤地にするのであれば、利⽤する場所、させない場所をガイドロープや足場板を敷くなどして

区分けするのが好ましい。 

 林床に散らばる倒木など、足をとられないように⽚付けておくことが好ましい。 

 水深がわずかであるため、上流部からの流水の供給が確保できるとよい。 
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【振り返りと閉会】 

 
 

 
 

閉会の挨拶 

バスの中での本日のプログラムの振り返り 
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参考資料 1（座学研修の講義資料） 

【参考資料 1-1】 人の営みとともにある生物多様性をめざして 講演資料（1/7） 
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【参考資料 1-1】 人の営みとともにある生物多様性をめざして 講演資料（2/7） 
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【参考資料 1-1】 人の営みとともにある生物多様性をめざして 講演資料（3/7） 
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【参考資料 1-1】 人の営みとともにある生物多様性をめざして 講演資料（4/7） 
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【参考資料 1-1】 人の営みとともにある生物多様性をめざして 講演資料（5/7） 
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【参考資料 1-1】 人の営みとともにある生物多様性をめざして 講演資料（6/7） 

 



 28

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

32
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

6/
10

 

【参考資料 1-1】 人の営みとともにある生物多様性をめざして 講演資料（7/7） 
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【参考資料 1-2】 近自然⼯法と通潤用水下井手 講演資料（1/7） 
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【参考資料 1-2】 近自然⼯法と通潤用水下井手 講演資料（2/7） 
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【参考資料 1-2】 近自然⼯法と通潤用水下井手 講演資料（3/7） 
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【参考資料 1-2】 近自然⼯法と通潤用水下井手 講演資料（4/7） 
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【参考資料 1-2】 近自然⼯法と通潤用水下井手 講演資料（5/7） 
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【参考資料 1-2】 近自然⼯法と通潤用水下井手 講演資料（6/7） 

 



 
 

35 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

32
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

6/
10

 

【参考資料 1-2】 近自然⼯法と通潤用水下井手 講演資料（7/7） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（1/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（2/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（3/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（4/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（5/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（6/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（7/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（8/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（9/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（10/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（11/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（12/13） 
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【参考資料 1-3】 ビオ田んぼプロジェクト 講演資料（13/13） 
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【参考資料 1-4】 植物群落の視点からみた湿地ビオトープ 講演資料（1/4） 

 



 50

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

32
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

6/
10

 

【参考資料 1-4】 植物群落の視点からみた湿地ビオトープ 講演資料（2/4） 
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【参考資料 1-4】 植物群落の視点からみた湿地ビオトープ 講演資料（3/4） 
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【参考資料 1-4】 植物群落の視点からみた湿地ビオトープ 講演資料（4/4） 
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参考資料 2－参加者募集チラシ（表面） 
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参考資料 2－参加者募集チラシ（裏面） 
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「小さな自然再生」現地研修会（第32回）開催報告 
〜  2026年7月11日（土）福島県喜多方市・熱塩加納 〜 
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